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本研究は、身寄りのない人や意思決定が困難な人への医療行為に関する判例を収集し、身寄り

がない人の医療の同意についての課題を分析した。分析した結果、医療側の説明義務や守秘義務

についての課題が抽出された。 

Ａ．研究目的 

 身寄りのない人や意思決定が困難な人への

医療行為に関する判例を収集し、身寄りがな

い人の医療の同意についての課題を分析する

ことを目的とした。 

Ｂ．研究方法 

 判例検索データベースを使用して、身寄り

のない人や意思決定が困難な人への医療行為

の同意に関する判例を収集し、課題を抽出し

た。 

Ｃ．研究結果 

 平成 6 年から令和 5 年度にかけて 27 件の 

判例を抽出した。判例は、本人の同意能力が

ある場合、本人の同意がない場合に分けて、

課題を整理した。以下、参考になる判例を抜

粋した。 

１．本人に同意する能力がある場合の判例 

19番（資料４） 

誰が説明を行う必要があるのかが争われた。

（説明をする側：誰がどこまでするのか？） 

説明義務：総責任者に義務があると認定した

が、実際の説明を総責任者が行わないといけ

ないわけでなく、一定の場合には主治医に任

せてもよい。 

20番（資料４） 

 意思決定能力がある事案、どこまで説明し

ないといけないのかが争点。 

説明の内容、手段（口頭か書面か）。 

 医師による口頭での説明に限らず、治療法

の効果や有害事象が示されたパンフレット等

の書面を交付することでも可。 

どういう医療行為が行われるかということ

によって、説明の義務の程度が変わってくる。 

裁判例の結論だけで考えず、どのような事例

での判断だったかを見る必要がある。 

21番（資料４） 

 判断能力がある事案。医師側の主張は、事

前に本人が息子に説明をしてくれと言ってい



  
  

た。 

 医師は患者さんに指示された通り息子さん

に説明をしたが、医療行為が行われた後に自

分にも説明してほしかったと言われた。 

裁判所の判断は、自己決定権に由来するため

判断能力がないという特別の事情がない限り、

本人に説明をする必要がある。 

 事例判断的要素がある。 

 自己決定権は尊重されるという現れ。 

 

1-2. 本人に同意能力があるが、本人に病名を

告知するか？ 

27番（資料４） 

 本人には告知。 

（夫）本人から夫には心配かけたくない⇒夫

に告知しない。 

医療側が夫への告知をしないのは不適切な対

応とまでは言えない。本人の意思を尊重。 

（娘）本人が娘の連絡先を病院に伝えなかっ 

た（娘には伝えてほしくないという意思）。 

医療側は娘の連絡先を聞くべきだった⇒娘に

連絡しなかったのは不適切であった。 

平成 6 年の判決：本人が娘への連絡を拒否し

ているのに？という違和感。 

 時代の流れ、社会感覚、家族がどこまで代

替するのかは時代によって異なる。 

時代の流れを意識して考える必要性がある。 

 

23番（資料４） 

 本人に説明できない場合、家族への説明義

務。 

 連絡が容易な家族には告知をする義務があ

った。物心両面において家族からの配慮を受

ける機会は法的保護に値する患者の権利。 

終末期では（家族への説明義務を）軽視する

のは不適切となる場合も ⇒ 慎重に考えな

いといけない。 

 

2. 本人に同意能力がない場合 

2番（資料４） 

 本人に能力がない場合誰に説明すればよい

のか？ 

 弟に説明しなかったことを過失とした。 

家族のどこまで説明すればよいのかは触れて

いない。 

 本人以外の家族への説明義務を認めた。 

 

9番（資料４） 

 手術は本人の同意あり。手術中に緊急で必

要と判断された再建術の同意を夫、母から得

た。この二人に説明してれば説明義務の違反

はないとした。 

 

24番（資料４） 

 誰に説明をすればよいのか？ 

退院の際に病状等を本人が受けられない場合、

誰にしたらよいのか？ 

親族はいたけれども本人を受け入れる施設に

説明をした。子供にはその説明をしなかった。 

子どもから本人に対する虐待があった？事例

的な判断。 

 義務の趣旨からみると、介護をする人に説

明が必要。近親者であったとしても介護に携

わらない場合は説明しなくてもよい。 

親族だからといって説明をうける権利がある

わけではない。 

 ただし、事例判断的な要素が大きいとも思

われる事案であり、結論を一般化することに

は注意が必要。 

 

２．今後の課題 

○ 医療機関から家族への説明義務 



  
  

〇 家族へ説明する際の医療機関の守秘義

務 

○ LGBTQのパートナーシップの解釈 

〇 ガイドラインの活用の根拠 

〇 意思決定支援のあり方 

〇 高齢者等身元保証サービスの支援のあ

り方 

 

Ｄ．考察 

 医療の同意に関する判例は、医療側から本

人または家族への説明義務を問われる判例が

多かった。医療の説明をする側（医療機関）

と、医療の説明を受けて同意する側（患者）の

関係性をふまえると、医療の同意を本委員以

外の第三者が支援する場合、医療側が誰に、

何を、どこまで説明する必要があるのかを整

理し、提示することが重要である。また、第三

者に説明をする場合の守秘義務についても検

討する必要があり、今後、さらに判例を収集

していく。 

 患者本人のための医療、患者本人の意思を

尊重することを原則として、医療の同意につ

いて、医療機関が家族へどのように関わって

いくべきかという点についての課題を整理で

きた。 

 

Ｅ．結論 

 抽出した判例から、医療機関から家族への

説明義務、家族へ説明する際の医療機関の守

秘義務等の課題を整理できた。 
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